
 

 

（別紙６）                  

平成 2９年１１月 ８日公表 

審議会等会議録 

会 議 名 
第４回富良野市障がい者計画策定市民委員会  

               （平成２９年度 第３回） 

開催日時 平成 29年１０月２６日（木）午後 3時 30分から午後 5時 40分 

開催場所 富良野市総合保健センター２階 会議室 

出席者等 

＜委員＞ 渡辺寛子、酒井亮、小玉將臣、久保昌己、 

内海千枝、髙畠弘治、桐澤幸子、鷹合勇、 

荒田信惠、藤田嗣人、新谷留美子（計 11名） 

（欠席） 久田茂 

＜事務局＞ 鎌田保健福祉部長、西尾福祉課長、 

      菅原福祉係長、多田福祉相談支援係長 

公開・非公開 

の別 

■ 公  開   □一部公開   □ 非 公 開 

＜一部公開又は非公開の理由＞ 

傍聴の可否  ■  可     □ 不可 

傍聴の人数 0 人 

議事録の 

作成方法 
 □全文筆記   ■要点筆記   □録音テープ 

 会議の内容 

○協議事項 

 （１）第 4期富良野市障がい者計画（素案）の審議について 

 （２）今後のスケジュール等について 

会議資料 ・議案 

その他特記事項  

問合せ先 
保健福祉部福祉課 

電話番号 ０１６７－３９－２２１１ 

 

□ 市のホームページへの掲載（掲載日    月    日） 

□ 行政情報コーナー供覧  （供覧日  月  日） 

 

 

 



 

 

 

[ 第４回富良野市障がい者計画策定市民委員会 議事録 ] 

 

○西尾福祉課長の進行で開会 

○鎌田保健福祉部長あいさつ 

 ・富良野市では、先日の台風通過に伴う雪の被害があり、一部市道の木が倒れ通行止め

があった。大きな災害ではないが、計画でのアンケートにも書かれている様に、障がい

者の避難等の課題についての検証をして頂きたい。さて、国は次期第４次障害者基本計

画の審議が厚生労働省の障害者政策委員会に於いて進められており、現在、素案の検討

が行われている。その動向の情報提供を委員の皆さまに行う予定とし、市の計画に反映

をさせて頂ければと考えている。今回の委員会では、実務者会議等を踏まえた内容とな

っており、計画の素案を一定程度形にしている。次期５年間の具体的な指針となるため、

忌憚のない意見を頂きながら、審議をお願いしたい。 

○小玉委員長あいさつ 

 ・先日の台風では、本州に於いて大きな被害があった。素案はアンケート調査結果や実

務者会議の検証結果を基に作成を行っている。皆さんから忌憚のないご意見を頂き、審

議を願いたい。 

 

○議事進行  小玉委員長が議長となり議事進行 

○議事 

  協議事項  

（１） 素案の第１章「計画の作成にあたって」について説明 （西尾課長） 

・意見等なし 

 

（２） 第２章「障がいのある人を取り巻く環境」について説明（西尾課長） 

提案１ 

   ・成人になり療育手帳が該当すると思われる方の実態の評価についてはどのように

行ったのか → この後、第４章基本施策３にて説明を行う。 

 

（３） 第３章「計画の基本的考え方」について説明（西尾課長） 

提案２ 

   ・基本施策４の小児慢性疾患医療給付と自立支援医療（育成医療）については、（１）

予防・早期発見・早期支援より、（２）保健医療の提供の方に入れたが良いのではな

いか → 修正を行う。同様に（２）保健医療の提供の介護予防教室については、逆

に（１）予防・早期発見・早期支援の方に入れる。 

   提案３ 

・基本施策５の雇用・就労の拡大については、市が就労のための訓練を充実させる

のか → 市のみではなく、様々な機関と共に総合的に充実させていくといった内

容である。 

 



 

 

（４） 第４章「施策の展開」基本施策１及び基本施策２について説明（西尾課長） 

   提案４ 

   ・前計画の移動に関する支援の施策にあったバスの料金の割り引き等について、な

ぜ削除したのか → 市において評価ができない周知のみの制度については、「障が

い者のしおり」での周知とし施策として記載はしていない。なお、次回委員会にて、

「障がい者のしおり」を配布することとする。 

   提案５ 

・福祉避難所１施設は何処なのか → 富良野市ではふれあいセンターが指定され

ている。担当課では福祉避難所のバリアフリー化や資機材の整備を予定している。 

提案６ 

・精神障がい者が本州から来てしまい、帰りたいのに帰れなくなった。何らかの支

援があるだろうか → 個別事案のため、後に相談して頂く。 

提案７ 

・この計画に載っている具体的な施設がわからない、ふれあいセンターを明記して

は → 検討する。 

提案８ 

・この計画の配布先はどこになるのか、どこで見る事ができるのか、概要版につい

ては → 市議会、連合町内会、上川総合振興局、北海道、関係機関等を予定して

いる。また、富良野市ホームページに掲載、市役所、図書館で閲覧は可能。パブリ

ックコメントでは、概要版を作成し実施する予定。 

提案９ 

・平成３１年以降の表記は適正か、P13 表の数字の位置と P33 表の文字の見やすさ

について、計画全体にもっとイラストを入れては、「本市では」の主語がある文章と

ない文章があるため統一を → 修正等を検討する。 

 

（５） 第４章「施策の展開」基本施策３及び基本施策４、基本施策５について説明

（西尾課長） 

   提案１０ 

・P56特別支援連携協議会の充実について「幼児」を加えては → 了承。 

提案１１ 

・P66今後の方向性について「求職相談」を「職業相談」に変えては → 了承。 

提案１２ 

・P60 障がい者スポーツ大会やレクリエーション・文化活動の具体的な支援は → 

北海道障がい者スポーツ大会は市町村を通じて、参加等の取りまとめを行い、作品

発表活動等は市として後援の取り組みを行っている。 

 

（６） 第４章「施策の展開」基本施策６及び基本施策７について説明（西尾課長） 

提案１３ 

・P74「手話奉仕員」の言葉を、現在も使っているのか → 「手話奉仕員養成講座」

として行っている。 



 

 

提案１４ 

・P69「啓蒙普及」と「啓発」の表現を統一しては → 了承。 

提案１５ 

・P55学校教育の場では「障がい児」という言葉はほとんど使わず、「支援の必要な

子ども」と表記している、「障がい児」の言葉は使わない方が良いのでは → 制度

を確認し検討する。 

 

（７） 第５章「計画の推進」について説明（西尾課長） 

・意見なし 

 

（８） 今後のスケジュール等について説明 （西尾課長） 

   ・次回委員会日程について 

  

  閉会 


